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飯田には魅力がいっぱい！
【「イイダのイイネ！」応募写真】
令和７年度事業として、飯田の魅力「イイダの
イイネ！」を募集し、市内外から約７００件の応
募がありました。

飯田市の令和７年度決算
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特集：飯田市の令和７年度決算特集

市民の皆さんに納めていただいた税金や、国や県からの支援がどのくらいあり、その財源が
何に使われたのか、その概要をお知らせします。

●問い合わせ／財政課 財政係　内線２１３１ ※令和７年度決算の詳細は、市ウェブサイトをご覧ください。

令和７年度に取り組んだ主な事業

誇りと愛着を持てるまちづくり

安心して暮らせるまちづくり（災害への備え）

●住み続けたい地域を考える（２０地区田舎へ還ろう戦略）
●「みんなの楽しい」をつくる公民館活動（高校生講座など）
●共感を生む情報発信（イイダのイイネ！など）
●中山間地域と協働した振興事業の推進

●ＵＩターンの推進、関係人口の創出・拡大（移住相談会出展料など）

●しらびそ高原地域を星空保護区に

●地震被害想定の調査（防災アセスメント調査）
●防災備蓄品の整備（道の駅「遠山郷」への備蓄品など）
●松尾地区の内水排除対策の強化（排水ポンプユニットの追加設置など）

●社会インフラの長寿命化と安全対策（マンホール調査など）

●計画に基づく準用河川の適正な維持管理

環境を軸とした産業の活性化

●産学官連携による水循環・グリーン水素研究と社会実装

●エネルギーコスト削減に向けた中小企業支援（空調の設置補助など）
●学校給食、保育園給食への有機農産物導入

●「みやまし農産物認証制度」の推進

●J‒クレジット制度（※）による森林資源活用

●安全・安心な居場所の整備（子育てつどいの広場へのエアコン設置など）

●放課後児童クラブなどの児童受け入れ態勢の充実（児童支援員の増員など）

●産前産後サポートの拡充（対象者の拡大など）
●学校部活動の地域クラブ活動への移行の推進

●夏休み期間中の小学生預かり事業

●飯田学園構想の推進

誰もが健康で活き活きと暮らすまちの実現

●帯状疱疹ワクチン接種への助成（国の対象に加え市独自に６５歳以上の方へ助成）

●妊婦歯科検診、歯っぴー歯科健診（２０・３０・４０・５０・６０歳の無料健診）への助成

●地域包括支援センターの運営と生活支援コーディネーターの設置

●介護人材確保の取り組み（介護職員への研修補助金など）
●高齢者の補聴器購入への助成

未来に向けた基盤整備

●リニア駅周辺整備（駅前広場の整備、駅周辺関連道路の整備など）

●リニア・三遠南信道時代を見据えた各種土地利用計画の見直し

●飯田山本インター産業団地（仮称）の整備

●道の駅「遠山郷」の再整備

令和７年度
飯田市の 決算

75303

（※）省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるCO2などの排出削減量や、適切な森林管理によるCO2の吸収量を
「クレジット」として国が認証する制度。

505万円
1,249万円
570万円

3,286万円

2,183万円
23万円

990万円
2,562万円

1億9,819万円

2億3,656万円
5,685万円

647万円
8,913万円
366万円
87万円
870万円

4,978万円

3億31万円
564万円

1,456万円
52万円
766万円

1億2,710万円
316万円

1億6,436万円
273万円
39万円

7億9,737万円

1,012万円
4億7,349万円

飯田市公民館大会

祝井沢川排水ポンプユニット（松尾）

有機農産物を使った学校給食

長期休暇時などにこどもを預かる
「感環ＫＵＭＥハウス」 （山本）

道の駅「遠山郷」グランドオープン

飯田で育ってよかった・育ててよかったと実感できるまちづくり
こ こ
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歳入の推移 （３年間）

歳出（性質別）の推移 （３年間）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

地方債（借金）残高の推移 （５年間） （単位：百万円）

基金（貯金）残高の推移 （５年間） （単位：百万円）

一般会計（臨時財政対策債除く）特別会計

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

49,640 50,59851,473 49,346 48,202

２４,２５４

２６,３４４

３０,３６７

２１,１０６

２８,５２４

２０,８２２

２７,２０９

２０,９９３

２５,６３５

２４,００５

７,５３３ １０,１５１ ５,００４ ５,２５１ ７,５６８ ３,８４６ 49,309 

８,１６６ １１,０８６ ４,８４３ ５,７９４ ７,２４１ ３,８６４

７,２０８

１１,５６９

２,７４８

２,５０６ 55,069

令
和
７
年
度
令
和
６
年
度
令
和
５
年
度

１３,４２５ ３,７１９ １２,４８４ １２,０６５ ３,５８３ ５,００７ 50,283

１３,３０６ ４,３１４ １３,１５２ １３,２９７ ６,２２１ ５,６６４ 55,954

８,７８２ １１,６２３ ４,４２０ ６,１３２ ７,８２３ ４,０１３ ９,０１０ ２,６２３ 54,425

１３,９５８ ４,１４２ １３,２５１ １３,２８７ ５,０２３ ５,６７９ 55,341
令
和
７
年
度
令
和
６
年
度
令
和
５
年
度

財
政
調
整
目
的
基
金

財政調整基金減債基金公共施設等整備基金特定目的基金（ふるさと、リニア駅整備など）定額基金

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

13,35214,040 14,484 14,188 13,714

４,９２２５,８４６ ５,８０８ ５,７０１

２,９０７３,０５０ ３,０５８ ３,０６５

１,５９６１,４９０ １,４９４ １,４９８

２,３４５２,０７２ ２,５４２ ２,３４２

１,５８２１,５８２ １,５８２ １,５８２

５,２１５

３,０７３

１,５０１

２,３４３

１,５８２

普通会計とは、自治体間の比較を行うための統計上の会計であり、飯田市では一般会計、墓地事業特別会計、
ケーブルテレビ放送事業特別会計を合わせたものを指します。

令和７年度の歳入は、市税が増加したものの、地方債の発行や地方特例交付金などが減少したため、総額は前
年度に比べて６億１,３７３万円の減額となりました。
歳出は、児童手当や物価高対応、住民税非課税世帯支援などの給付金による扶助費や、物価高騰による物件費

や人件費の増加がありましたが、リニア駅周辺整備事業の減による普通建設事業費の減、過年度に発生した災害
復旧事業費の減により、総額は前年度に比べて６億４,４９０万円の減額となりました。

「飯田市行財政改革大綱に基づく実行計画」（令和３年度～令和１０年度）では、令和１０年度末時点の地方債（借金）
の残高と基金（貯金）の残高について、財政運営目標を設定して取り組んでいます。リニア関連事業などの必要な
投資を行いつつ、安定的で健全な行財政運営に努めていきます。

◉財政運営目標
　「令和１０年度末の一般会計地方債残高（臨時財政対策債（※）を除く）を３００億円以内に抑制」
※臨時財政対策債の元利償還金（借金の返済）は、後年度に国から地方交付税で手当てがあるため、実質的には市の負担はありません。

◉財政運営目標
　「令和１０年度末の財政調整目的基金（※）残高を２７億円程度確保」
※飯田市では財政調整基金、減債基金、公共施設等整備基金の３基金の合計を財政調整目的基金と呼んでいます。
令和７年度末時点で６８億円余の残高となっています。

普通会計の決算

決算は過去３番目の規模となりました

健全な財政運営を継続します

歳 入 553億4,071万円 （前年度 559億5,444万円）

歳 出 544億2,454万円 （前年度 550億6,944万円）

基金残高の推移  （普通会計）

地方債残高の推移  （全会計）

人件費 扶助費 公債費 物件費 補助費など 繰出金 投資的経費 その他

市税 譲与税・交付金 地方交付税 国県支出金 地方債 その他
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▶問い合わせ／リニア推進部 リニア整備課　内線３３５１

長野県と飯田市では、リニア長野県駅（仮称）の駅舎外観デザインについて、検討
を行う際に参考となる「キーワード・モチーフ」および「外観デザインにかかる要望
事項」を取りまとめ、ＪＲ東海へ提出しました。
今回ＪＲ東海から提出された駅舎外観デザイン３案は、「キーワード・モチーフ」

および「外観デザインにかかる要望事項」などを参考に作成されたデザイン案です。

３案の中から１つの推薦案をＪＲ東海へ提出するにあたり、市民の皆さまの
ご意見を募集します。ぜひアンケートにご回答いただき、駅舎外観デザイン
への声をお寄せください。

ＪＲ東海から リニア駅舎外観デザイン
３案が提案されました

●伊那谷の山並み、河岸段丘、天竜川といった雄大な自然の風景が水平方向に流れている様子を「帯」として表現
しています。
●水平方向に長く流れるデザインは、伝統工芸などからイメージする繊細さやリニア中央新幹線の疾走感を表現し
ています。
●水平ラインが中央部で山なりになるデザインはアルプスの山並みと「結い」を表現しています。
●外壁色は金属調の無彩色とすることで自然景観や駅前広場との調和を図るとともに未来感のあるものとします。

南側イメージ 北側イメージ

信州・伊那谷の風景に流れる「ひとすじの帯」
～のびやかな風景、水平方向に広がる景観～A案

●季節や時間、天候の変化によって見え方が変わる伊那谷の景色の特徴を「うつろい」として表現しました。
●多面的につなぎ合わせた外壁への光が刻々と変化し見え方が変わることにより、雄大な自然が見せるきらめき
や陰影、伊那谷の伝統芸能の特徴である光と影を表現しています。
●多面的につなぎ合わせてできる立体的で幾何学的なイメージはリニア中央新幹線の未来感を表現しています。
●外壁色は淡い山吹色などとすることで朝や夕のうつろいをより感じられるようにします。

南側イメージ 北側イメージ

信州・伊那谷の風景にゆらめく「自然のうつろい」
～光と影のうつろい、天竜川のきらめき、風景の変化～C案

●天竜川を中心に中央アルプスや伊那山地で囲まれた伊那谷の地形と「東国と西国」、「山と海」を結ぶ結節点として発展して
きた地域の特性を重ねて「玄関口」として表現しました。
●左右の壁面は中央アルプスや南アルプス・伊那山地の山並みを表現し、駅舎の中央部は天竜川を中心に各地を結ぶ結節
点であるこの地に人々が集まってくる様子を表現しています。

●縦ラインを細やかに連続させることで伝統工芸などの繊細さを表現しています。
●外壁色は金属調の無彩色とすることで景観への調和に配慮するとともに、リニア中央新幹線の未来感を感じられる色とします。

南側イメージ 北側イメージ

信州・伊那谷に包まれた「玄関口」
～アルプスや伊那山地に包まれた谷地形、天竜川、伊那街道～B案 アンケート回答方法

●回答方法

●回答期間

これまでの経緯

❶オンライン回答

❷書面回答

右のＱＲコードまたは下記ＵＲＬからご回答いただけます。

市役所および各地区の自治振興センターに設置の回答用紙にて
ご回答ください（土・日曜日、祝日を除く）。

ＵＲＬ

１０月１日（木）～１２月２８日（月）

ＪＲ東海へ提出したキーワード・モチーフ

▲回答フォーム

https:/ /bit . ly/4yhZK38ＵＲＬ
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市公式SNSでも市内の出来事やイベントなどを配信しています。
ぜひご覧ください。

Instagram

QRを
スキャン

まち全体がキャンパス！
全国の大学生が飯田で学ぶ

市ではデジタル庁の支援を受け、窓口の利便性向
上を進めています。８月２１日、市長や副市長が実際
に窓口で手続きを体験し、来庁者目線での改善点や
課題の確認を行いました。

市ではSBC信越放送に協力してりんご並木を舞台
にした映画「夕焼けに結ぶ」の製作を進めています。
８月２９日、セリフのある役の出演者を決める県民
オーディションが行われ、約３００人が挑戦しました。

令和９年４月に上村小学校と和田小学校を再編
し、遠山小学校が設置されます。９月４日、両校の児
童と校歌制作を担う葭本直樹さんが、遠山小学校の
校歌の歌詞について意見交換しました。

７月１２日に長野市で開催された長野県消防ポンプ
操法大会の小型ポンプ操法の部で、飯伊地区の代表
として初出場した飯田市消防団第１７分団（上村地区）
が５位入賞を果たしました。

当市に関心を持つ大学研究者によるネッ
トワーク組織「学輪I IDA」が中心となり、
大学の夏休みに合わせて「飯田フィールド
スタディ」を開催しました。４種類のプログ
ラムに全国から約１３０名の大学生が参加
し、市民活動や環境の取り組みなどを学び
ました。地元高校生の参加もあり、地域の
特徴を学び直す機会となりました。

児童の意見を聞いて
遠山小学校の校歌制作

消防団第１７分団（上村地区）
長野県操法大会５位

使いやすい窓口を目指し
市長が手続きを体験

りんご並木が舞台の
映画オーディションを開催

木曽を訪れる外国人観光客などが南信州地域へ
訪れやすくするために、中津川駅と飯田駅を結ぶ新
たなバス路線の運行が始まりました。１日２往復運
行し、天龍峡や昼神温泉、馬籠宿などに停車します。

８月１７日、南信州地域・信州大学連携推進協議会
の総会をエス・バードで開催し、信州大学との連携
はもちろん、４年制大学の設置実現に向けてあらゆ
る可能性を研究していくことを確認しました。

定期周遊バス「飯田☆中津川線」
運行スタート

あらゆる方法を検討し
４年制大学の設置実現へ

よしもと

出発式（９月１日）

地元で活躍する高校生の発表から地域活動を学ぶ

廃棄リンゴを使ったジュースづくり

県大会の結果を市長に報告（８月３日）

面接する源田監督（右から２人目）杉原伸宏信州大学副学長による講演
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このコラムが皆さんの目に触れる頃には、もう
秋の気配が感じられるようになっているのではと
想像しますが、書いている今は、まだ夏の甲子園
大会の余韻が残っています。
智弁和歌山の優勝で幕を閉じた今年の大会で

印象に残ったのは、熊本県代表・有明高校の快
進撃でした。
熊本地震の発生が７月２８日、初戦の立命館宇

治戦が８月７日。地震直後、しかも初出場、被災地
の皆さんの思いを背負っての戦いは、色々な意味
で大変だったのではと思うのですが、見事逆転勝
利。その後も長崎日大、東日大昌平をいずれも逆
転で破り、準優勝した健大高崎には惜しくも０－１
で敗れましたが、その戦いぶりは被災地の皆さん
に大きな勇気と感動を与えたことと思います。

地方紙に有明高校のある選手のコメントが載っ
ていました。
「甲子園にいる魔物って、こういう時にやるべき
ことをやり続けると自ずと味方になるのかなと思っ
た。」
しびれました。
自分たちはやるべきことをやり続けてきた、そう

自信を持って言えるなんて本当にすごいことです
し、そうすれば魔物ですら自ずと味方になると思え
るというのは、もはや修行を積んだ高僧の領域で
はないか――そう、求道（球道）者。
この選手だけが特別、高校野球だけが特別と

いうことではないと思います。やるべきことをひた
むきにやり続けるすべての高校生、すべての人に、
心からの敬意を表します。

キュウドウシャVol.６５

「肥満」と「肥満症」の違いについて

「肥満」と「肥満症」という、一文字違いの似た言
葉が使われていますが、いったい何が違うのでしょう
か。
体重何㎏以上が肥満とは定義できないので、身長

と体重の関係を補正して、人と人の体格を比較しや
すくするための経験的な方法が用いられます。それが
体格指数【ｂｏｄｙ ｍａｓｓ ｉｎｄｅｘ：ＢＭＩ、体重（㎏）÷
［身長（m）］ 】です。日本肥満学会では成人の場合、
ＢＭＩ２５以上を肥満と定義しています。
一方、肥満症はというと肥満だけでなく、それに起
因すると考えられる健康障害を伴っている状態をいい
ます。日本肥満学会と厚労省は１１個の健康障害をあ
げています。
以前から肥満に対する薬もありましたが、短期間限
定であり、体重が減少してくると、体の中では体重を
戻そうとする働きが起こり、効果が得られにくいもので
した。
糖尿病治療薬（注射薬）のうち２つの成分が、血糖

マネージメントのみならず効果的に体重減少をもたら
すことから、名を変えて令和６年から順に肥満症治療
薬として認可されました。肥満の治療薬としてではな
く、ＢＭＩ２７を超える方の肥満症の治療薬として認可
されたのです。肥満に伴う内臓脂肪の蓄積から健康
障害が起こり、放置しておくと命に係わる疾患につな
がるので、おおもとの肥満を改善して健康障害の悪化
を防ごうというのです。
しかし、実は過小体重（やせ）のほうが肥満のある
人より圧倒的に死亡リスクが高いと考えられており、
ＢＭＩの小さい人がこれらの薬剤を美容目的に使うこ
とは、絶対に避けなければなりません。
「肥満」は体格的に過体重である状態を意味し、
「肥満症」は放置すると命にかわる健康障害を合併し
ている状態を意味しているのです。

糖尿病代謝内分泌内科
中 嶋 恒 二 医師

２
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粗大ごみの戸別収集を行います

たて、よこ、高さの合計 手  数  料
１５０㎝未満 １,１７０円

１５０㎝以上 ２００㎝未満 １,８３０円
２００㎝以上 ２５０㎝未満 ２,４９０円
２５０㎝以上 ３００㎝未満 ３,１５０円
３００㎝以上 ３５０㎝未満 ３,８２０円
３５０㎝以上 ４００㎝未満 ４,４８０円
４００㎝以上 ４５０㎝未満 ５,１４０円
４５０㎝以上 ５００㎝未満 ５,８００円
５００㎝以上 戸別収集対象外

【表２】 処理手数料（粗大ごみ１つにつき）【表１】 対象地区・受付期間

問い合わせ／環境課　廃棄物対策係　内線５４６６ ７０４７４

粗大ごみをごみ処理施設へ直接持ち込むことが難しい方を対象に、有料で戸別収集を行います。
（１世帯１０品まで）

▶業者は、家の中から粗大ごみを運び出す作業は行いません。また、中身は空にしてください。
▶業者から収集日の案内を行います。ご希望の収集日指定はできません（当日は在宅不要）。
▶収集車は２トン車のため、道路幅２.５メートル以上が必要です。
▶対象外のものの処分方法は、環境課までお問い合わせください。

収集できるもの 収集できないもの
●事業所や事業活動で出たもの
●パソコン、スプリング入マットレス など
●ごみ集積所に出せる大きさのもの
（たて1m×よこ1m×高さ30cm以内）

●たて・よこ・高さの合計が５００㎝未満で、
家庭から出たもの
●机、たんす、本棚、食器棚、
ソファ、大型ステレオ、
大型健康器具 など

※特定家庭用機器（テレビ、エアコン、
冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）は、
別途リサイクル料金が必要。

申し込みの流れ
１品ごとに、たて・よこ・高さ３辺の大きさをメモする。
特定家庭用機器の場合、郵便局で事前にリサイクル料金を支払う。
●メーカーと容量・インチを郵便局の窓口で伝え、リサイクル料金を支払い「家電リサイクル券」を受け取る。

環境課または最寄りの自治振興センターで申し込む（表１）。
●大きさのメモとリサイクル券（特定家庭用機器の場合）を持ち、窓口で手続きを行い、処理手数料を支払う（表２）。
●品数分の「粗大ごみ収集ステッカー」を受け取る。

収集業者から収集日の電話連絡を受ける。（収集期間は表１を参照）

当日、「粗大ごみ収集ステッカー」を粗大ごみに貼り、玄関先など１階の収集車が入れる場所へ出しておく。4
Step
3
Step

2
Step

1
Step

山本、伊賀良

橋北、橋南、羽場、丸山、
東野、松尾、下久堅、
上久堅、鼎、上村、南信濃

座光寺、千代、龍江、
竜丘、川路、三穂、上郷

１１月３０日㈪～１２月４日㈮

１２月２１日㈪～２５日㈮

１０月２６日㈪～３０日㈮

受 付 期 間対　象　地　区 収集期間

１１月
中下旬

１2月
中下旬

1月
中下旬

注意点

高
さ

よこ たて

※事業活動とは、商店、農業、
飲食業などにあたります
（現在、廃業をしていても
事業ごみとなります）。

！


